
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 門司赤煉瓦プレイス 

【施設の状況写真】 

 

 

 

 

【施設の利用写真】 

 

 

 

 

【観光資源としての利用状況】 

 

門司赤煉瓦プレイスには、「門司麦酒煉瓦館」のオープンと合わせて、ＮＰＯ法人が運営

するビールの試飲も楽しめる観光物産コーナーである「赤煉瓦物産館」も登場し、また平

成１７年内には旧倉庫を地域交流センターやビアレストランとして活用した「赤煉瓦交流

館」や旧醸造棟をモニュメントとして活用した「旧サッポロビール醸造棟」がオープンす

る予定である。小倉と門司港レトロ地区の中間点であるＪＲ門司駅北口に位置し、関門海

峡を望む恵まれた立地環境もあり、新たな観光スポットとして期待されている。 

西日本最古の麦酒工場の事務所棟が当時の

目の前に広がる関門海峡を眺めながらのん

びりと過ごすことができるカフェ。地元の人の

憩いの場にもなっている。 

お土産物の買い物やビールの試飲をする観

光客で賑わう赤煉瓦物産館。 

麦酒煉瓦館の横には赤煉瓦物産館やオー

プンカフェが併設され多くの観光客で賑わ

っている。 
姿のまま門司麦酒煉瓦館として生まれ変わ

り、新たな観光名所となっている。 



（様式２）

テーマ 門司赤煉瓦プレイス 

【社会資本の基礎データ】 

○名称   門司麦酒煉瓦館、赤煉瓦交流館  

○所在地  北九州市門司区大里本町３丁目６番１号（旧事務所棟） 

○事業名  まちづくり総合支援事業（大里地区） 

○事業主体 恵比寿ガーデンプレイス（株）、大里本町土地区画整理組合 

○事業期間 平成１５年～平成１７年 

【社会資本の役割・効果】 

 

門司赤煉瓦プレイスは、旧帝国麦酒工場（旧サッポロビール九州工場）のレンガ建物群

を大里本町地区のまちづくりの中核施設として保存、活用した整備を行なうものである。

保存したレンガ建物群は、西日本における麦酒製造発祥の地として歴史的にも、また建築

的意匠においても価値を有する建造物である。 

 

本事業は、大正時代に建てられた歴史的レンガ建築物のうち、事務所棟を展示施設や市

民ギャラリーに、倉庫を広く市民に開放されたホールや会議室としての地域交流ゾーンと

ビアレストランとしての飲食物販ゾーンに整備するものである。このうち、旧事務所棟が

「門司麦酒煉瓦館」として平成１７年５月２１日にオープンした。 

 

 

【位置図】 

 

 

【関連ホームページ】 北九州市門司麦酒煉瓦館 http://moji
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